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第2章　武士の登場～安土桃山時代

源
げ ん

氏
じ

と平
へ い

氏
し

7

平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

の後半，武士の力が強くなり，やがて源氏と平氏が対立するようにな
りました。源

げん

平
ぺい

合
かっ

戦
せん

の舞
ぶ

台
たい

や，平氏ゆかりの地
ち

域
いき

を見ていきましょう。

ゆかりの地域や戦いの舞台をおさえよう！ポ イ ン ト
•  平氏…大輪田泊・厳島神社
•  源氏…伊豆国・鎌倉・平泉
•  戦いの舞台…一ノ谷・屋島・壇ノ浦

入試ではここが問われる！

•  世界遺産に登録されている厳島神社や中尊寺は，歴
れき

史
し

的
てき

事
じ

項
こう

とともに地図上の場所が
出題されています。
•  大輪田泊は，歴史分野だけでなく，現代の神戸港の貿易と関連付けて出題されること
もあります。

★

【2】の戦い
たたか

【4】の戦い
たたか

【6】の戦い
たたか

【7】の戦い
たたか

京都
ときょう

京都
ととときょうきょうきょう 【5】国

くに

【3】

平氏がほろびた

【8】の戦い
たたか

しへい

奥州藤原氏の本拠地

【1】
ふじしゅうおう ほん きょ ちわら し

源 頼朝の進路
みなもとの

源 義経の進路
みなもとの

ともより

つねよし

なかよし

源 義仲の進路
みなもとの

源
げん

平
ぺい

合
かっ

戦
せん

86ページ　戦いが起こった場所関連

源平合戦
•  源義朝の子である【11】は，【5】国

くに

（静
しず

岡
おか

県）に流されていましたが，平氏
をたおすために挙兵しました。
•  【11】のいとこである 源

みなもとの

義
よし

仲
なか

（木
き

曽
そ

義
よし

仲
なか

）は【2】（富
と

山
やま

県と石
いし

川
かわ

県の境
さかい

）
の戦
たたか

いで平氏に勝利するなど活
かつ

躍
やく

しましたが，【11】の弟である【12】にた
おされました。
•  源頼朝は【3】（神

か

奈
な

川
がわ

県）で政治のしくみを整え，【12】は軍を任
まか

されました。
【6】（兵

ひょう

庫
ご

県）や【7】（香
か

川
がわ

県）などで源氏に敗れた平氏は，1185年，【8】
の戦
たたか

い（山
やま

口
ぐち

県）でほろびました。

源義経と奥
おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏
し

•  平
ひら

泉
いずみ

（岩
いわ

手
て

県）…【13】氏の拠
きょ

点
てん

。【11】と対立した【12】は，藤
ふじ

原
わらの

秀
ひで

衡
ひら

をたよって平泉に身をかくしましたが，藤原秀衡の死後，藤原秀衡の子である
藤
ふじ

原
わらの

泰
やす

衡
ひら

にせめられ，命を落としました。

さらにチェック！奥州藤原氏

【13】氏は，【1】を拠点に，清
きよ

衡
ひら

・基
もと

衡
ひら

・秀衡の 3代約 100年にわたっ
て栄えた一族ですが，【11】によってほろぼさ
れました。
奥州は北方との交

こう

易
えき

や金・馬の生産によって
栄えました。【14】金

こん

色
じき

堂
どう

など，浄
じょう

土
ど

信
しん

仰
こう

に基
もと

づいてつくられた寺院や庭園が，世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

に登
録されています。 【1】

平氏の台頭
•  西日本で力をもった 平

たいらの

清
きよ

盛
もり

ら平氏は，平
へい

治
じ

の乱
らん

で 源
みなもとの

義
よし

朝
とも

を破
やぶ

り，政
せい

治
じ

の実
じっ

権
けん

をにぎり
ました。
•  【9】…現

げん

在
ざい

の神
こう

戸
べ

港
こう

の一部。
平氏が日

にっ

宋
そう

貿
ぼう

易
えき

のため整えま
した。
•  【10】神

じん

社
じゃ

…宮
みや

島
じま

（広
ひろ

島
しま

県）の
神社。航海の無事を願って，現
在の形に改修されました。 平

へい

氏
し

ゆかりの地
ち

域
いき

【9】【10】神社
じんじゃ
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鎌
か ま

倉
く ら

時
じ

代
だ い

8

源
げん

平
ぺい

合
かっ

戦
せん

で平
へい

氏
し

に勝利した 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

が鎌
かま

倉
くら

に開いた幕
ばく

府
ふ

は，約 140年間続
きました。鎌倉時代の重要なできごとを，地図を参考に確

かく

認
にん

しましょう。

できごとと起こった場所を覚えておこう！ポ イ ン ト
•  鎌倉幕府…鎌倉（神奈川県南東部）
•  承久の乱…後鳥羽上皇が隠岐に流される，京都に六波羅探題
•  元寇…元軍が対馬・壱岐にせめ入り，博多湾に上陸

入試ではここが問われる！

•  鎌倉幕府の位置を問う問題がよく出題されています。日本地図中の位置だけでなく，
神奈川県内でのくわしい位置も確認しておきましょう。
•  隠岐や対馬は，位置を問う以外にも，島の形を選ばせる問題が出題されています。種

た

子
ねが

島
しま

や壱
い

岐
き

など，他のよく出る島とともに整理しておくとよいでしょう。

★

76ページ　主な都と幕府の位置関連

鎌倉幕府の成立
•  源平合戦の中，【8】は相

さがみの

模国
くに

（神
か

奈
な

川
がわ

県）の【1】に 侍
さむらい

所
どころ

・政
まん

所
どころ

・問
もん

注
ちゅう

所
じょ

を置き，幕府のしくみを整えました。1192年に源頼朝は征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任
にん

じられました。
•  【1】は源

げん

氏
じ

にゆかりのある土地で，山と海に囲まれていて，敵
てき

がせめこみに
くい地形でした。【1】は各地と，【1】街

かい

道
どう

と呼
よ

ばれる主要道で結ばれました。【1】
には幕府の役所のほか，【9】などが置かれました。

承
じょう

久
きゅう

の乱
らん

•  源氏の将軍が 3代でとだえると，【10】は執
しっ

権
けん

の北
ほう

条
じょう

義
よし

時
とき

をたおす命令を出し，
朝
ちょう

廷
てい

と幕府が戦いました（【11】の乱）。幕府が戦いに勝利し，敗れた【10】
は【3】（島

しま

根
ね

県）に流されました。
•  【11】の乱のあと，幕府は【2】に【12】という役所を置き，朝廷を監

かん

視
し

しました。
また，朝廷の力が強かった西日本にも勢

せい

力
りょく

をのばしていきました。

元
げん

寇
こう

•  元の【13】が日本に送ってきた手紙を幕府が無
む

視
し

したため，1274年に元は【7】
（現在の朝

ちょう

鮮
せん

）の軍とともに【5】・【6】（どちらも長
なが

崎
さき

県）にせめ入り，その
後【4】湾

わん

（福
ふく

岡
おか

県）に上陸しました（【14】の役
えき

）。元軍が退
しりぞ

いたあと，2
度めのこうげきに備

そな

えて，【4】湾
わん

沿
ぞ

いに【15】（石
せき

塁
るい

）という石づくりの堤
てい

防
ぼう

がつくられました。
•  1281年に元軍は再

ふたた

び日本にせめ入りましたが，暴
ぼう

風
ふう

雨
う

によって退きました
（【16】の役

えき

）。2つの戦いを合わせて【17】と呼びます。

鎌
かま

倉
くら

時
じ

代
だい

後鳥羽上皇が流された

【3】
ばとご じょうこう

源 頼朝が幕府を開いた

【1】
ともよりみなもとの ばく ふ

元軍が上陸，防塁が置かれた
【4】湾

わん

ぐんげん ぼうるい

六波羅探題が置かれた
らはろく たんだい

【2】

【1】

【5】

【6】

小田原
お だ わら

横浜
よこ はま

【4】

【7】

【5】

【6】

元軍の進路
文永の役
弘安の役

げんぐん

ぶん

こうあん

えい えき

元
げん

軍
ぐん

の進路


